
【発表申込】
一般研究発表希望者は，東海体育学会ホームページhttp://www.tspe.jpの「学会大会一般研究発表申込書
フォーマット」をダウンロードし，必要事項を記入の上，大会事務局へ電子メールに添付して平成30年8月17日（金）必着
でお申し込みください．

【発表資格】
演者および共同研究者は，東海体育学会会員で平成30年度会費を納入した会員（学生会員も含む）です．但し，本学
会員以外の者を特別共同研究者として発表に加える必要のある時は，「特別共同研究者の登録」と「会費1,000円の
支払い」が必要となりますので，申込期日までに学会事務局へ連絡の上，必要な手続きをしてください． 

【発表方法】
口頭発表またはポスター発表のいずれかとします．ただし，演題数と会場の関係から，発表方法，発表時間の変更を事
務局からお願いする場合があります．

【発表時間】
口頭発表：発表時間10分，質疑応答時間5分．
ポスター発表：発表時間3分．質疑応答は発表終了後の自由討論で行います.

【発表形式】
1． 口頭発表ではパソコンプロジェクターまたは資料によって行います.資料を用いる場合は，各自で100部程度を準備
してください．VTR，OHP等などパソコン以外の機器をご利用になる場合は，「学会大会一般研究発表申込書フォー
マット」の「口頭発表形式」欄に詳細を記入してください．

2. 口頭発表を行うためのパソコン環境として，OSはWindows 10，ソフトはPower point 2016，動画ソフトはWindows 
Med ia  Player12を準備いたします（予定）。文字化けを防ぐために，フォントはOS標準フォントをご使用ください。
Windows以外のOS（例：Mac）をご利用される場合は，各自でパソコンと変換コードをご持参ください。本学が用意
できるパソコンコネクタの形状はHDMIとD-sub15ピンです。この形状に変換するコネクタを各自で用意ください。な
お、会場視聴覚の都合上、HDMIで接続しても音声を同時流すことができません。音声を使用される場合は、
D-subのみとなりますのでご了承ください。

3. ポスターは，縦180cm，横90cm以内のサイズで作成し，大会事務局が用意したボードを使用して所定の時間帯に掲
示してください．演題番号は事務局にて用意しますが，演題名，所属，演者名はご自身でご用意ください．押しピンは大
会事務局で用意しますので，発表受付の際に受け取ってください．

【抄録作成】
1. 抄録の作成は，東海体育学会ホームページhttp://www.tspe.jp に掲載されている「抄録フォーマット」を用いて，
A4縦置き1ページ以内で作成してください．「抄録フォーマット」に記載された指示に適合しない抄録は原則として
採択いたしません．

2. 作成した原稿は電子メールに添付し，下記の大会事務局へ平成30年8月17日（金）必着で提出してください．
【学術奨励賞】
東海体育学会学術奨励賞は，本大会において発表された一般研究発表の中から、東海体育学会学術奨励賞の規
定に従って選考します．

【問い合わせおよび申込先】
愛知東邦大学　人間健康学部　中野匡隆研究室
住所：〒465-8515　愛知県名古屋市名東区平和ヶ丘3－11
電話：052-782-1826（研究室直通）
電子メール：nakano.masataka@aichi-toho.ac.jp
学会ホームページ：http://www.tspe.jp/

実行委員長　　榊　直樹（愛知東邦大学）
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はじめに
　2018年3月1日から3日までアメリカ・フロリダ州マイアミ
ビーチのリゾートホテルで開催された第8回フレイルティ・
サルコペニア国際学会の参加に合わせて二つの大学
にて3名の研究者と研究交流をした件について報告し
ます．まず最初に，執筆の依頼を出張後に受けたので，こ
の原稿に掲載できるような良い写真がないことをお伝え
しておきます．また，この旅には参加当時は大学院生で
あった吉子彰人先生（現在，中京大学・助教）も同行して
いたことをお伝えしておきます．

フレイルティ・サルコペニア国際学会への出席
　この学会の特徴について述べます．学会の名前にあ
る“フレイルティ”とは虚弱や脆弱などの意味があり，“サ
ルコペニア”は加齢や疾患により筋肉量や筋力が減少
することを意味します．したがって，この学会は健康・ス
ポーツ科学系研究者も十分に活躍できる学会です．この
学会において，著者は加齢に起因した筋萎縮が男性で
は筋質（筋肉に含まれる脂肪・結合組織と筋組織との
比）と関係し，女性では除脂肪体重と関係するという内
容のポスター発表を行いました．学会への参加者は500
名以上と公式に発表されております．ポスターでの議論
は活発に行われたという印象はありませんが，何名かの
研究者と話をしました．運動がサルコペニアに効果的で
あることは分かっていますが，栄養介入によるポジティブ
な効果は限定的かと思います．今回の学会では栄養介
入がサルコペニアに対してポジティブに働くとするいくつ
かの発表が印象に残っています．本学会は，来年度もマ
イアミビーチで開催されます．

　マイアミビーチという観光地で開催されたため，ホテル
代金も結構な額でした．しかし，ロケーションは最高でホ
テルのすぐ裏はビーチになっています．早朝のランニング
を兼ねてビーチへ行って眺めた大西洋からの日の出が
とても印象的でした（図1）．

セントラルフロリダ大学への訪問
　次の目的地であるセントラルフロリダ大学（以下，UCF
とする）のあるオーランドまではレンタカーを使って移動し
ました．UCFではDr Matt Stockにアポイントメントをとっ
ておきました．彼の専門は骨格筋の神経筋活動や最近
では超音波断層装置を用いた筋の質に関する研究を
行っています．Mattとは初対面でしたが共通の知り合い
の研究者がいて，そのつながりのおかげもあり今回の訪
問に至りました．Mattに会う目的としては，お互いに類似
した興味があり，将来的に共同研究に発展できるのでは
ないかということでした．この大学の最大の特徴は，全米
で1位の学生数（6万人）を持つことです．UCFにはオク
ラホマ大学出身の研究者が何名かおり，その一人であ
るDr David Fukudaという日系人で柔道の研究をして
いるナイスガイも紹介してくれました．Mattと我々は，共同
研究を進めようと現在模索中です．

フロリダ大学への訪問
　UCFの滞在を終え，次は私がかつて1年間滞在し
ていたフロリダ大学（以下，UF）を訪問しました．UFで
は2名の研究者とのアポイントメントをとっておきました．
3月6日には，以前からの知り合いであったDr Manini 
(Institute on Aging)のラボを見学させてもらいました．

彼らの研究グループは全米から数千人という規模で高
齢者の被検者を集めて，健康や疾病予防等に関する大
規模研究を行っております．写真にあるような施設が新
しく完成し，ここで様 な々先端研究ができるとの説明を受
けました．我 も々細 と々高齢者の実験を継続しています
が，桁違いな規模であることに驚かされました．
　翌日の3月7日は私が200 8年から200 9年まで
Courtesy Professorとして所属していたDepartment 
of Physical TherapyのDr Vandenborne（以下，Dr 
V）の研究室へ訪問しました．Dr Vはベルギー生まれの
女性の研究者で，長年に渡って部局の長をしておりま
す．部局長付きコーディネータのJennyが訪問日のタイト
なスケジュールを組んでくれていて（図3），9時からDr 
Forbesとの面談，9時半からラボツアー，10時からDr 
Walter（Dr Vのご主人）との面談，11時から私と一緒に
行動を共にしてきた吉子先生のプレゼンテーションに続
き，私もプレゼンテーションをしました．12時からはDr Vと
Dr Walter夫妻と昼食をとりながら積もる世間話をしま
した．

　Dr Vラボではデュシェンヌ型筋ジストロフィー患者の
骨格筋に関する研究を長年行っております．特に，磁気
共鳴画像や磁気共鳴分光法を用いており，私の興味と
合致した研究手法であり，日本ではアプローチすること
がほぼ不可能な研究テーマでした．現在，自分の研究室
で進めている高齢者の筋内脂肪の研究は，元々Dr V
の研究室で行った筋ジストロフィー患者において確立し
た画像処理法を応用しております．この研究室では，世
界各国から筋ジストロフィー患者のデータを集めており，
日本でも集められないかと聞かれましたが，筋ジストロ
フィー研究の知り合いがいないと伝えました．数年前にも

訪問しましたが，今回はそのときにも増して暖かく迎えら
れました．

終わりに
　本稿では国際学会への参加とそれに合わせて計画
した3名の研究者への訪問に関する報告をしました．本
学では国際化が求められ，特に発表論文の引用件数が
増加することから国際共同研究を積極的に行うように
推奨されています．国際学会の出席に合わせて海外の
研究者と直接会うことによって，様々な可能性（留学や
共同研究など）が広がります．科研費の申請においても
若手研究者が海外に長期滞在できるプログラムもかつ
てないほど充実してきております．本学会の学会員の皆
様におきましても是非積極的に様々なプログラムへのア
プローチで研究の幅を広げられることをお祈りいたしま
す．

フレイルティ・サルコペニア国際学会への参加と
セントラルフロリダ大学およびフロリダ大学への訪問紀行

秋間　広（名古屋大学）

【国際情報】

図1 マイアミビーチの日の出と動力付きパラグライダーで遊ぶ人

図2  Clinical and Translational Science Instituteのエントランス
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